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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内側にテキスタイルあるいは非テキスタイル表面を有する輸送手段内装用フロアカバ
ーであって、該テキスタイルあるいは非テキスタイル表面と、少くとも1層の微小穿孔シ
ートを介して、繊維不織布および／または発泡プラスチックからなりフロアカバーの一部
を構成するフロアカバー下部層との間に音が伝わるように該テキスタイルあるいは非テキ
スタイル表面が該フロアカバー下部層に結合されており、該微小穿孔シートの孔の直径が
０．２から０．５ｍｍでありまた該微小穿孔シートの孔の間の間隔が３から７ｍｍであり
、前記表面が、微小穿孔プラスチック層をその裏側に備えるテキスタイル・カーペット・
フロアからなることを特徴とするフロアカバー。
【請求項２】
　テキスタイル表面の繊維結合が、フロアカバー下部層への結合機能を同時に果たす微小
穿孔シートを用いて実施されることを特徴とする請求項１に記載のフロアカバー。
【請求項３】
　前記表面が、テキスタルあるいはポリマー微小穿孔基材上へのフロック加工カーペット
からなることを特徴とする請求項１に記載のフロアカバー。
【請求項４】
　前記表面が、１層あるいは２層構造を有するポリマー微小穿孔表面、特に熱可塑性ポリ
オレフィン層で被覆された重い層からなることを特徴とする請求項１に記載のフロアカバ
ー。
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【請求項５】
　前記表面が、金属微小穿孔表面、特に様々な表面プロフィールを有するステンレス・ス
チールあるいはアルミニウムからなることを特徴とする請求項１に記載のフロアカバー。
【請求項６】
　前記表面が、有機微小穿孔表面、特に木材、コルク、皮あるいは人口皮革からなること
を特徴とする請求項１に記載のフロアカバー。
【請求項７】
　微小穿孔シートの孔の直径が０．３から０．４ｍｍであることを特徴とする請求項１に
記載のフロアカバー。
【請求項８】
　微小穿孔シートの孔の間の間隔が３．５から５．５ｍｍであることを特徴とする請求項
１に記載のフロアカバー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、輸送手段内装用の騒音低減効果の大きいフロアカバーに関する。
【０００２】
参照により本明細書に組み込まれるＤＥ　１９７　５４　１０７　Ｃ１およびそこに引用
された従来技術において、微小穿孔（ｍｉｃｒｏｐｅｒｆｏｒａｔｅｄ）建材要素の吸収
挙動が調べられている。前記明細書において、所謂コンパクト吸収体として天井あるいは
屋根から垂れ下がっている、微小穿孔シートの層からなるバッフル構造体が調べられてい
る。この微小穿孔シートは、一方あるいは両方の面に垂直に、またはある角度で、あるい
はかすめるように特に高振動数で突き当たる音波を、その場所から非常に効果的に吸収す
るのに適している。
【０００３】
さらに、下にある吸収体に吸収作用を発揮させるために、音不透過性表面が穿孔をもつ構
造体が知られている。例えば、ＤＥ　３０　１８　０１７２　Ａ、ＤＥ　４１　２３　５
９３　ＡおよびＷＯ　９２／０１５８７を参照されたい。
【０００４】
ＤＥ　２９５　０７　９７１　Ｕ１は、孔の大きさへの言及はないが、多孔カーペット床
構造を有する、自動車用の床減衰システムに関する。
【０００５】
ＤＥ　２９９　１５　４２８　Ｕ１は、層が、自立した音防護成形部材として成形され、
成形部材の厚さ（ｄ）が０．０２と５０ｍｍの間で、開口部の差渡しの平均幅（ｂ）ある
いは平均直径（Ｄ）が０．００１と２ｍｍの間であって、０．００１と２０％の間の孔面
積分率（ＬＶ）をもつことを特徴とする、多数の開口部がある層を用いて、特に自動車な
らびに他の機械および装置の騒音域から音が伝播しないようにするための音遮蔽要素に関
する。
【０００６】
ＤＥ　９２　００　４３９　Ｕ１は、荷重を受けても安定で耐腐敗性の第１のプラスチッ
ク材料からなる基礎構造層、および前記基礎構造層の上側に目にふれる側として備わり第
２のプラスチック材料もしくは天然素材からなる装飾層、ならびに任意選択で、前記基礎
構造層と装飾層の間および／または前記基礎構造層裏側に備わりさらなるプラスチック材
料からなる１層または複数のシール層を有し、全ての層がラミナートされて多層構造体を
形成する、特に自動車の室内フロア部分用のクラッシュしない硬質成形部材に関する。こ
の成形部材は、前記基礎構造層が繊維成分ならびにその割合が成形部材に求められる剛性
を生み出すのに適切であって、層に分散する熱可塑性バインダ成分を含むことを特徴とす
る。
【０００７】
ＤＥ　３９　０５　６０７　Ａ１は、遮音材調製用の層構造体とそれらの調製方法を記載
する。この目的のために、防音効果のある層が、発泡体に加工できる熱変形性の吸収性プ
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ラスチックおよび／または不織布からなる少なくとも１層から構成される。特に自動車の
フロアカバー用に、この層構造体およびそれで生じる遮音性を用いることができる。
【０００８】
自動車分野で用いられるフロアカバーは、調製において考慮しなければならない様々な機
能を併せ持つ：審美的要求（表面外観、快い感じ）、車体表面形状の平滑化、防音機能（
減衰、吸収および遮断）、最高度の使用特性（最少の磨耗、大きな耐クラッシュ性、優れ
た洗浄性、高耐光性）、さらなる構造部材の発泡成形による一体化（フロア・マットの取
付け、耐クラッシュ性を増す部材）、後部加熱用およびワイヤ・トラフ（ｔｒｏｕｇｈ）
用開口部、クラッシュ・プロテクタおよびフット・レストの溶接取付け。これらを考慮す
る際に、プロセスの適性もまた確認されるべきである：機能を損なわない極端な深絞り性
、材料構造の耐発泡成形性、リサイクル性。最近、排出挙動が非常に重要になっている。
こうして、今日普通に使われる自動車分野のフロアカバーの材料構造は次の通りである：
【０００９】
パイル／タフティング・サポート／ボンディング／裏引き接着剤／重いシート／カバー・
フリース／軟質発泡体。中級および高級車では、タフティング・ベロア質が、また小型車
ではフラット－ニードル・ウェッブおよびディロア質が用いられている。また、フロック
加工品、編み物、機械編み物、および織物、ならびにｍａｌｉｖｌｉｅｓがここに見出さ
れる。コーティングとして、ラテックスおよびポリオレフィン（特にＰＥ）、ならびに熱
成形性不織布構造体が用いられる。ＰＵＲ軟質発泡体（比重が≧６０ｋｇ／ｍ３）の代わ
りに、熱硬化あるいは熱可塑性ボンディングを用いた、僅かに圧縮されたテキスタイル繊
維不織布、ならびに異なる流動抵抗をもつ発泡体もしくは不織布層の組合せもまた用いら
れる。空気に、従って音に対して開いている多孔層が、事実上の上部層と加工のために必
要なシール層あるいは重い層の間に挿入されたとき、フロアカバーの音吸収特性を上げる
ことができる。空気に、従って音に対して開いている多孔層（吸収層）として、ここでは
ポリエステルおよび混合繊維不織布が用いられる；フロアカバーの材料構造に水が浸入す
るのを防ぐために、フロアカバーは疎水性を付与されている。重いシートに付け加えて用
いられることが多いシール・シートは、裏打ち発泡体の発泡体が破断することを防ぐと想
定されている。重量低減のため、今日では、重いシート（比重が０．８と１０ｋｇ／ｍ２

の間）はまた、エンジンと車体のデザインに応じて、ある場合には全くなしで済まされ、
この場合にはシール・シート（０．０４と０．３５ｋｇ／ｍ２の比重をもつ多層シート）
だけが用いられる。
【００１０】
知られている全てのフロアカバーで、音の吸収が表面と薄い下部層にだけ限定されるため
に、吸収がある条件でのみ効果的でありうるということは不都合である。
【００１１】
本発明の目的は、輸送手段内装用で、室内側に、プラスチック、ゴム、金属あるいは天然
素材などからなるテキスタイルもしくは非テキスタイル表面をもち、アセンブリが容易に
行える、騒音低減効果の大きいフロアカバーを提供することである。
【００１２】
本発明によれば、この目的は、フロアカバーの表面に、その材料にかかわらず音透過性の
デザインを施し、車体パネル側にあるフロアカバー下部層と有効に結合させることにより
達成される。
【００１３】
本発明によるフロアカバーは、特に室内側に、プラスチック、ゴム、金属あるいは天然素
材などのテキスタイルあるいは非テキスタイル表面を有し、これは好ましくは、少なくと
も１層の微小穿孔シートを介して、繊維不織布および／または発泡プラスチックからなる
フロアカバー下部層と防音性をもつように結合している。この微小穿孔シートは、１）ば
ね－質量系の重い層、および２）吸収体の機能を果たす。
【００１４】
定められた吸収を実現するために、好ましい実施形態において、音透過性が、カーペット
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繊維の通気性ボンディングにより、および／または表面の閉ざされた最上部材料層および
／またはフロアカバー構造体のさらなる層の微小穿孔により実現される。
【００１５】
フロアカバーのデザインに応じて、室内に面する側は次の構造をもつことができる：
【００１６】
ａ）タフト・カーペット、
あるいは、様々なニードリングによるニードルパンチ・カーペット、
からなるテキスタイル・カーペット表面。
【００１７】
空気透過性およびそれに付随する防音性の結合を達成するために、微多孔構造を形成する
ように、繊維結合のタイプが選択される。
【００１８】
ｂ）裏側に厚いプラスチック層を備えるテキスタイル・カーペット表面；
【００１９】
ｃ）テキスタイルまたはポリマー基材へのフロック加工カーペット；
【００２０】
ｄ）ＴＰＯがコートされた重い層などの、１層または２層構造をもつポリマー表面；
【００２１】
ｅ）様々な表面プロフィールをもつステンレス・スチールあるいはアルミニウム・シート
などの金属表面；
【００２２】
ｆ）木材あるいはコルクなどの有機体表面；
【００２３】
ｇ）皮あるいは人口皮革。
【００２４】
ｂ）からｇ）として記載された構造体では、望ましい音透過性は微小穿孔により達成され
る。
【００２５】
微小穿孔は、孔の直径、孔の間の間隔および車体パネルからの所定のまたは実際の距離な
らびに材料の厚さの結果として、微小穿孔により大きな防音効果が、特に低周波数（＜３
５０から５５０Ｈｚ）で、達成されるようなデザインを有する。高周波域での吸収は、フ
ロアカバーの下部層との結合により達成される。
【００２６】
さらに、孔の直径は、混ざりもののない水（表面張力が変えられていない水）が、さらな
る作用なしにはフロアカバー層に浸透しないような大きさに選択されるべきである。また
、さらなる水に対するバリアが存在するように、フロアカバー下部層の表面に疎水性を付
与することができる。
【００２７】
特に、１つの有孔層だけが存在する場合、孔の直径は０．２から０．５ｍｍ、好ましくは
０．３から０．４ｍｍであり、孔の間隔は３から７ｍｍ、好ましくは３．５から５．５ｍ
ｍである。言うまでもなく、いくつかの微小穿孔層が存在する場合、それらが異なるかま
たは同じ孔面積分率をもつデザインとすることが可能である。それ自体は従来技術におい
て知られている方法により、例えば、ピアシングもしくはニードル・ローラーでのパンチ
ングあるいはレーザー照射により、任意の幾何学的配列をもつ孔を層につくることができ
る。
【００２８】
孔面積分率が余りに低くなるように選択されると、吸音効果が生じないか、または十分に
は生じないが、他方、孔面積分率が余りに大きくなるように選択されると、微小穿孔吸収
体の吸音効果はやはり低下する。さらに、自動車分野において、そのように調製されたト
リムあるいは成形要素は機械的に弱くなる。
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ｂ）からｇ）として記載された材料の表面層は、同時に、ばね－質量系における重い層と
しての役を果たしている。
【００３０】
剛い構造のために、この表面層はさらにフロアカバーの構造を安定化させる機能を受け持
っている。
【００３１】
本発明によるカーペット・フロア構造体を、下側、車体パネル側にある発泡体および／ま
たは不織布吸収体に、例えば、接着剤ボンディング、ニードル・ボンディングあるいは発
泡体で直接裏打ちすることにより結合することができるし、あるいはそれはこれらの上に
緩く結合して乗っていてもよい。
【００３２】
以下において、本発明はいくつかの実施例によりさらに例示されるであろう。
【００３３】
図１において、本発明により調製され、騒音低減効果の大きいフロアカバーが記載される
。
【００３４】
例えばニードル・ウェッブあるいはタフトからなる、テキスタイル上部ウェッブ１は、微
小穿孔を有する重い層２を介して通常の不織布あるいは発泡材からなる裏打ち３に結合し
ている。
【００３５】
図２もまた本発明に従って調製されたフロアカバーを記載し、テキスタイル上部ウェッブ
１は、例えばニードル・ウェッブあるいはタフトである。これは、さらに、微小穿孔分離
シート、例えば重い層２あるいはシール・シートを介して、通常の不織布あるいは発泡材
からなる裏打ち３と結合する下部層ウェッブ４に付けられている。
【００３６】
図３に、本発明によるフロアカバーの別の変形形態が示されている。例えば熱可塑性ポリ
オレフィン・シート（ＴＰＯ）からなる、微小穿孔を有する有用なフロア表面５が、第１
の不織布あるいは発泡材からなる吸収体システム３ａおよび微小穿孔分離シート、例えば
重い層２もしくはシール・シートを介して、裏側に付けられた不織布もしくは発泡層３ｂ
に結合している。
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